
○テーマ・概要

○内 容

平成 28 年度 兵庫県立大学 生涯学習公開講座

【災害看護の教え方】
日 程：平成 28 年 9 月 4日（日）、5 日（月）

受講者数:32 名

会 場：地域ケア開発研究所 3階 演習室

講 師：増野園惠、山本あい子、呉小玉、千葉理恵、渡邊聡子（地域ケア開発研究所）

小西美和子、高見美保（看護学部）

平成 22 年度から毎年「災害看護の教え方」をテーマに開催しており、今年度も継続して同テーマで開

催しました。災害看護に関する内容とその教授方法を組み合わせて構成し、災害による人々の反応と看

護活動、こころのケア、災害と災害時要配慮者(外国人、高齢者、妊産褥婦)等に関する講義と、シミュ

レーションを用いた災害看護の教育方法に関する講義・演習を行ないました。

「災害と人々の反応と看護活動」では、災害の種類ごとの健康被害の特徴や、避難所での具体的な看

護活動、災害に強い人と社会づくりへの取り組み等について講義しました。また、「災害と心のケア」

では、災害による影響とメンタルヘルス、被災者へのサイコロジカル・ファーストエイド、支援者のメ

ンタルヘルス等について講義しました。「災害と高齢者」では、実際の地震発生時の具体例を挙げなが

ら、被災高齢者の特徴と必要な支援について講義し、健康状態の悪化予防についての具体的なポイント

についても教授しました。「災害と妊産褥婦」では、災害時に妊産婦や子どもに生じうるリスクやケア

のポイントなどについて講義し、地域連携の必要性についても説明しました。また、「災害と外国人」

では、外国人が災害時に置かれる状況や困難についてのグループワークを行い、外国人の特徴を踏まえ

た看護や支援方策について講義しました。さらに、「災害シミュレーションを用いた教育方法」では、

病院勤務中に起きた災害を想定し、受講者に看護師としてトリアージや搬送の意思決定を体験してもら

うとともに、シミュレーションの種類や学習の流れ、シナリオ作成やディブリーフィングにおけるポイ

ントを講義しました。

受講者の皆さんは、講座終了後に質問したり演習に主体的に参加したりして、積極的に受講されてい

ました。


